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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人電子情報技術産業協会（JEITA）

及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から団体規格（JEITA ET-7104-1:2016 及び JEITA ET-7104-2:2018）

を基に作成した産業標準原案を添えて日本産業規格を制定すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の

審議を経て，経済産業大臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS C 0806 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS C 0806-1 第 1 部：アキシャルリード線端子部品の連続テープによる包装 

JIS C 0806-2 第 2 部：ラジアルリード線端子部品の連続テープによる包装 

JIS C 0806-3 第 3 部：表面実装部品の連続テープによる包装 

JIS C 0806-301 第 301 部：表面実装部品テーピングのカバーテープ引き剝がし時の静電気電位及び静

電気漏えい性能の測定方法 

JIS C 0806-6 第 6 部：表面実装部品用バルクケースによるパッケージング 
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自動実装部品の包装－第 301 部：表面実装部品 

テーピングのカバーテープ引き剝がし時の 

静電気電位及び静電気漏えい性能の測定方法 

Packaging of components for automatic handling-Part 301: Measuring 

methods of electrostatic potential and charge decay performance while  

cover tape is peeled off from carrier of SMD taping 

 
序文 

表面実装部品（以下，SMD という。）の包装形態には，SMD テーピングが用いられている。SMD を部

品収納部から取り出すには，キャリアテープからカバーテープを引き剝がす必要がある。キャリアテープ

からカバーテープ引き剝がし時に，剝離による静電気が発生する。その静電気によって，次のトラブルが

発生する可能性が大きくなる。 

a) SMD が破壊する，及び／又は特性が劣化する。 

b) SMD がカバーテープに貼り付き，部品収納部が部品欠落状態となる。 

c) SMD がキャリアテープの部品収納部内に貼り付き，実装機における吸着不良となる。 

 

キャリアテープからカバーテープを引き剝がす作業によって発生する静電気及びその後の減衰時間は，

次の要因によって異なる。 

d) SMD テーピングに採用した包装材料，シール方法などのほか，カバーテープ引き剝がし作業前後の環

境条件及び引き剝がし条件。 

e) SMD の寸法及び種類による SMD テーピングの寸法及び収納方法の違い。 

 

SMD の包装に関連して発生する静電気電位などの特性を適切に測定する規格がなく，また，表面抵抗を

直接測定できない多層化した包装材料及び微細化した寸法形状をもつ包装の実態と，現物の表面抵抗の測

定値を静電気特性と規定する現存の静電気関連規格との間にかい（乖）離がみられる。このため，SMD の

包装の実態，静電気関連規格の規定内容などを確認した上で，キャリアテープからカバーテープ引き剝が

し時の静電気電位及び静電気漏えい性能の測定方法を制定する。 

ただし，包装材の静電気対策は，個々の形状，使用環境などの状況を把握して，対策する必要があり，

その対策内容は画一的でないため，各種の測定データを測定しただけでは，解決しないことに留意してお

く必要がある。測定データは，静電気対策を行うための要因解析のツールの一つであることを認識するこ

とが望ましい。 

 

 


